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「ユーラシア大陸の秩序再編とインテリジェンスをめぐって」

愛 知 大 学 人 文 社 会 学 研 究 所 ＋ 尾 崎 ＝ ゾル ケ 研 究 会 十 ユー ラ シ ア 財 団 共 催 於 ： 拓 殖 大 学

基 調 報 告 ’ ゾル ゲ 事 件 研 究 の 現 段 磯

配付資料＝2023年5月明治大学登戸研究所講演
1ゾルゲ事件をめぐる情報戦の現在 3 . 情報戦としての尾崎＝ゾルゲ研究

．はじめ|こ--AIでゾﾙゲ事件は解けるか？ 遇942年5月16日司法省発表から始まった情報統制･世論誘･AI ･ I T技術はどこまで事件に迫れるか？
、世界からの新資料によるゾルゲ事件の再検討・占領期の情報戦
･離蕊劉朧織甫団]ﾌ〔反戦平一戦後日本のゾﾙｹ事件ｲﾒージの出発・1950年代大衆文化としての｢マスタースパイ．ゾルゲ」

･灘瀞瀧緒説からの訣別を--覆される撰野卿雛繍』y'行とソ連でのゾﾙゲ名誉回復一
2いま､なぜ､ゾルゲ事件の再考か 幾篭筋蕊繍靜綻し､松本清張本は公式訂正､遺一一｢すぺての資料を疑え」

・1941年独ソ開戦と日本御前会議南進情報の二大争点化
･ﾁﾆZﾝのﾛｼｱにおける｢愛国者｣ゾﾙゲ 4 お わ り に

．蔦瀞開一米日官憲資料とﾛｼｱ交信資料一一新段階でのゾﾙゲ事件研究の脆点と争点・ゾルケの1941年独ｿ戦･日本南進情報
・英語圏における実証的研究の進展 -A･フェシュン『ゾルゲ･ファイル』の意義
・分裂した東西ドイツのゾルゲ像 ・情報戦とインテリジェンス研究の対象としてのゾルゲ事件

･息騨罫職為岬箪綴一伊藤・鶇蕊申心『現代史資証
思想検察の『ゾﾙｹ事件史料集成:太田耐造関嘩書』＄

本日の報告要旨
（1）ゾルゲ事件の学術的研究は、1964年のソ連におけるゾルゲの名誉回復の頃に始まった。

それまでは、戦後すぐの時期に尾崎秀鍵の獄中縛簡丁愛‘購紘降る認の如く｡ iの一時的ベス
トセラーがったが、冷戦の始まりと共に、日本の特高警察資料をもとにGHQ･ G2のウィロ
ビー少将の指揮下で作られた米臓健軍省報告、いわゆるウィ感どｰｰ報告が基本資料だった。
さまざまなスパイ物語が語られ、映画や演劇、小説でも描かれた。
（2）それが、1960年の岸惠子主演胤仏合作映画『真珠湾前夜』、ソ連宇宙飛行士ガガーリ

ンの来胤、キューバ・ミサイル危機などを契機に、ソ連におけるブルシチミ&フ政權末期#こ
ゾルゲの名誉剛復・英雄としての復権が行われた。日本では、”62年；こみすず書鰐から特
高警察資料中心の『現代史資料＆1-3巻が刊行され､アメリカでは1964年にウイロビー報告
とは異なる視角からチャルマーズ。ジョンソンの尾碕秀爽諭が出て、当事国の関係史資料
が部分的に公開され、学術的研究が可能になった。そこから「スパイもの」の物語に加え、
学術書・ドキュメンタリーも刊行されるようになった。
（3）21世紀に入ると、中国やドイツでも新資料が現れ、旧ソ連の軍事史史料もロシアで公

開されて、フェシュン'の資料集やアレクセーエフの研究が現れた。日本では、特高警察の
『現代史資料』全4巻に加え、思想検察の太鯛鮒造文書ザゾルゲ事件史料集成』全l< )巻やア

ジア歴史資料センターの公文書公開が加わった。米国のウィロビー報告も、米廐I澱 :立公文
書館(N ARA )のナチス戦:争犯罪記録及びH本帝国政府記録情報公開で補充され、バージョ

ンアップした・これらのすべてが、現代の若い世代による新しい研究の出発点になる｡'2

配付資料に入らなかった日本の最近の研究
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日露歴史研究センタ
⑲窪井久弥．
綴究センターの貢献;こ学ぶもの
①『偽りの烙印』での

の画期性と方法
②ゾルケ事件から中共諜報団事
件 ・ 満 洲 合 作 社 事 件 ・ 満

企画院事件．
③野沢房二・
ら周辺からの

演会等ネットワ

(米国共産党
･横浜事件にも）
･木元伝一・光永源槌

④国際シンポジウム・翻訳集・講
演 会 等 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築

ロシアにおける「
--多磨霊園ゾルケの墓のロシア大使館移管、遣品のアジア地図はGRU/､
<h"s://dr;v6.2ooEle.co汀1 /fi le/d/1 rM R nWwu(X.j .1..f"8S5() I BD腱戒.ﾙ｡:eeohP.;./view?ﾘ”=drivPw”＞

●ロシア T V大河ドラマ●ゾルゲの遺品「アジア地図」は日本から
FSB (諜報庁）経由、GRU (国防省）へ（2018-19、石井花子原作）
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プーチン大統領は2 0 2 9年 1 0月 7日の6 8歳の誕生
陽、タス通信とのインタビューーーで『高校生の頃、ゾルケ
のようなスパイ#こなりたかった」産告白した．

I ゾルゲ事件の学術的研究は、1964年のソ連におけるゾルゲ
の名誉回復の頃に始まった。それまでは、戦後すぐの時期に尾
崎秀実の獄寧書簡y愛情は降る星の如く"Iの一時的ベストセ
ラーがったが、冷戦の始まりと共に、日本の特高警察資料をも
とにGHQ・G2のウィロビー少将の指揮下で作られた米国陸軍
省報告、いわゆるウィロピー報告が基本資料だった。さまざま
なスパイ物語が語られ、映画や演劇、小説でも描かれた。

①戦前日本の事件報道は1度だけ、関係者以外にはほとんど知られていなかった。
② ただし内務省は捜査記録を残し、司法省は昭和天皇へ上奏した記録がある。
③戦後すぐの時期の松本慎一らによる獄中書簡『愛情は降る星の如く」編蟇・公刊
が日本民衆の最初のイメージ、主人公は尾崎秀実で国際主義＝愛国主義。
④ 1949年2月米国陸軍省報告＝ウィロビー報告が「赤色スパイ」物語の始まり、東
西冷戦・朝鮮戦争・核実験・ベルリンの壁
⑤ 石井花子・川合貞吉らの証言、尾崎秀樹の伊藤律告発、松本清張・プランゲ

” 〃
‐し（

戦前の事件報道は目立たぬ]回のみ
①朝日新聞1942年5月17劃蔬法省発表
毎日2018年8月18日↓朝日12月25日↓
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1941年竿は、…と海・東京コミンテルン諜報露
人脈・軍事情報の一般的追及（ゾルケの1-33
回訊問は露法警察官大橋秀雄＝ゾルゲ第一手
記、沖国大大橋文書、34 - 4 7回から験事吉河
光貞[42210-3.27］
4 2年1罵驚視庁外學課『ゾルケの蒐集ぜる憤
報要藺j事漠羅列中#§菖、『尾埼・宮城・オッ
トより7月2罵櫛前会議清雛 ;入手の項目有り

ゾルケ1942.3.13第42回検事訊問(吉河）『所藷
近衛グループへの政治工侮」

3 .17第43璽検事尋閾（吉河）「尾嶬の7月2劃
御前会議精報報告、惰報尉所は近篠公舞逓か
ら」［みすず①p p.287-289]

・ゾルケ．尾崎の「日本南進の謀薬」（大橋
pl83)ず政策企歴活動」の可能性浮上

→「上奏の必要」（参考：横浜弁護士会｢ゾル
ゲ事件判決を読む」1997）

①42年3月司法省『ゾルケ事件概
要｜の天皇に伝えるべき最重要点
②『ソ連赤軍」ゾルケ、「内閣嘱
託』尾崎等5人十『内閣兼外務省
嘱託』鱈園寺、「衆議院議員』犬
養。北林トモ、スメドレー、オッ
ト駐日ドイツ大使等の名も入って
い る

③「赤軍4謡」からソ連党中央へ
④『重患
を鱗記し
⑤瀦園寺・犬養は重大だが「情を
類らずして f 尾崎を I 憂国有為の
士なりと誤鴬」

①上奏文を換骨奪胎・抽象化した
鞁諜広報、有識者富粛自戒要請

舞子議溌灌溌計銭
③すべてコミンテルン・共産党で
籟善国_[ｿ ｰ連；『ドイツ」は無し
④「我国'漬に関する秘密事項｜が

⑤西園寺・犬養は「尾崎の極めて
巧妙な偽装に幻惑」され「不用
意」に『利鶏せられ」たるもの

'1942年5月13日諮雛天
|,へのゾルケ事件…騰奏文
’（加藤「解説｜＝ネチ
|ズンカレッジに全文）

擢溌灘総生舗

②帝国の対支政策
③帝国の対米英外交政策
④帝国と独逸鬮との諸関係

鯉 蕊 蕊 墨
灌瀞灘謙譲懸霞
鶚胃するﾋｯﾄﾗー 総統の意
督溺詐局職窒諺

賎繰視於ける帝国陸軍の編成､装備
⑥日独防共協定及三藤|軍事同盟の経緯

溌罐肖鼈

1．-1

｢事件公表資料｜にみる新聞検閲・報道統制
‘… ．この過程で修正・抹消されたもの

灘簿蕊箪謹
レ ー

＝検閲・報道統制の事実そのもの、
苓内容的には、

①ソ連・赤軍・独逸大使館等削除

晶 患 蕊篭･罷懲儂潅簿認識蕊意見 蕊に展

耀蕊識諭恥瀞蕊｣剛“
● 5月：

べ て

熱撫蕊溌議蕊難‘→成文＝5月17日朝恐記事

一‘ﾝｲ
4 菅

=御前会議篭報瀧淺・鐵防保安法の造及
・42.1.12(110-13)東京地裁検事局より琵法篭.:‾ゾル
ケ事件取締検溌Iに蕊鋳の鐸薊会議溝報紘戦鴬の
田中慎二郷ではなく茜鐵寺から、

・尾崎1 -19回司法警察官訊問（41 . 1015 -高橋与
助）では第]1陸42.2,25手記iこ西隙寺の｛御薗会
議決定j｡ 3.6第17回で西園寺から「御前会議の
内容」、3.11第19回で｢日本の南進」。

・3.8第22回玉沢光三郎検事訊問で昭和研究会、4．1
鐺26回で罷園群訊濁調雪罐認、4.14第27睡 麹
体。天皇瀧!尋問＝尾崎は天皇打倒不要説（41年
治維法改正で、「国体変革」「私有財産否認」に
加え「国体否定、皇室ノ尊厳ヲ冒涜」も対象に

，特嘉警察雑1罵家機織に立ち入れず、思想検事
が蕊詞聯 .・犬養直接訊問忽西調群は「国家保安法」
「軍機保護法」違反で3.16から、3，30「尾埼との関
係、獅薩会議憶報提洪i承認、4.4から犬養軍機保
護法→「日本法理」から「上奏の必要」（5人十西
園寺・犬養のほか、治維法抜きの軍機保護法は、秋
山幸治・田中慎次郎・後藤憲章・海江田久孝・磯野
清、西園寺の情報源・藤井茂海軍中佐はなし〉 ．-
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|"#『シイコピー報毒画役割一一マッカーシズムのさなか、荒木光子と承……ル・ラッ･ン蝿が作った日米イメージの原型

･G2戦史部荒木光太郎・光子夫妻とゴードン・プランゲ

GHOによるゾルゲ事件捜杳と米本国の「赤狩り」
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I I 転換点＝それが、1 961年の岸惠子主演日仏合作礫磁;真珠湾麟
夜』、ソ連宇瀧飛行士ガガーリンの来蘭、キューバ．ミサイル危機な
どを契機に、ソ連におけるフルシチ誘う政権末期にゾルゲの名誉凧
復・英雄としての復権が行われた。日本では、1962年にみすず書騨か
ら特高警察資料': :| : : : ‘心の『現代史資瞬』1-3巻が刊行され､アメリカで
は1964年にウイロピー報告とは異なる視角からチヤルマーズ・ジ認ン
ソンの尾崎秀実諭が出て、当事国の関係史資料が部分的に公開され、
学術的研究が可能になった。そこから「スパイもの」の物語に加え、
学術書・ドキュメンタリーも刊行されるようになった。

①平和共存から再冷戦・諜報合戦を背景に、ソ連でゾルゲの名誉回復と
ゾルゲ資料の部分公開、ソ連崩壊後に本格的公開
② 日本における『現代史資料」公刊、『尾崎秀実著作集』、尾崎秀樹の
上海調査、渡部冨哉らの日共北京機関・伊藤律端緒説批判など
③ディーキンーストーリー、ワイマントらの英文研究、プランゲに対抗
するチヤーマーズ・ジョンソン、東独のソーニャ証言・マーダーの研究

塾1

岸惠子発案の映鼠『真珠湾前夜』1961の役割
20蕊1溌雛､礁羅具鼎っ鎧轤駐
獺蕊蹴:鰯鯵灘溌嫌i鰍隼に
欧 州 で 封 切 ら れ 評 判 に な っ た Q " 杏 鐙 s - ” “
〃bnsj“rSb噂E？ （邦瀧;"ス′＃ｲ’・ゾルケ/典珠
湾前夜.I、松竹1901>は、一旦モスクワ国際映画祭
出品が税関検閲で拒否されたが、畔鯵灌仏ソ連大
盤が渡接クレムリン臆持ち込み、的“年秩フルシ
チョブ蕊-…諜記#.柔よるゾルケの瀦弊職撫、fソ連
郎蕊雄j職E号授与窓っ竜がった.〆
ソ連でも映画は大ヒットし、夫妻はフルシチョフ
の招待でソ連国内を旅することができた。ただし
映鍵の向榊丈、ゾルゲめ反ファシズム;惠感雛した
患慰?-ぬ企剥さは蕊鯉に、『恕想的;こ正蕊対.；の
糠料罵よ患メロ:､、ラマ臆な'塗-て(〆叢･ったという。
つまり、岸惠子がいなければ、そもそもこの映

画はこの世に存在しなかった。ソ連におけるゾル
ゲの名誉回復や再評価もその文脈に照らして見る
ことができる。プー…チン癖ご‘>映画をみてKG B
諜報鮭を忠！…たともいお方I，ソ連のインテリジェ
ンスにとって重要な意味を持った。

1968年代『現代史資料jWﾃとソ連でのソ
ルケ名誉遜復一一学術的研究の基礎資料に

背景＝19622月R
1962 . 1 0キューバ
1961.5 U2擬撃墜、平和共存の蕊り
1961.4ガガーリン「地球は青かった」
1962葎2月、米国司法蕊宮口バー器・
ケネディがライシャワー大使のいる日
本へ、学稻鴎大隈講堂で60年安保後の
学生たちの抗議を受ける。
1962 . 5 - 6 イワノフ証言:3月社会党
他超党派でソ連字謝溌衝::i:ガカ･･･"リン
來副、大殿講堂で大歓迎、函冥党松本
俊一代議宮!:｢ ( ' jベラル派外交宮、Eソ
国交回復鎧全権代表、岸内閣内閣官房
副長官）から、なぜソ連はゾルゲを忘
却したのかとゾルゲ諜報団を紹介され、
感激したガガ"･"リンは、フルシチョフ
に伝え、調査委員会灌動開始

1962.10 キ｡.．-･･パ危機で,核戦争危機
＝米ソ双方で諜報の役割増大
1964 .10ソ連のゾルケ公認・英雄視

ケネディvs.5月ガガーリン来日
ミサイル危機と米ソ情報戦激化
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軍歌鍵悲ゾ態/ f>-:ToBaりし1"3C諺re
作曲：V･ムラデーリ(MypaneJ114, BaHoレ1nbw･I）
作詞：B・ドヴォルヌイ(4BOPHblm, EOPl'1C)
日本で活動し刑死したソ連のスパイ、リヒャルト・ゾル
ゲ に 関 す る 1 9 6 4 年 の 歌 で す。 ソ 連 は 戦 後 も 長 ら く 事 件 へ
の 関 与 や ス パ イ の 存 在 を 否 定 して き ま し た が 、 1 9 6 4 年 9
月4日付の『プラウダ』・『イズペスチヤ」両紙で突如
そ の 生 涯 が 大 衆 に 対 し て 明 ら か に さ れ ま し た 。 直 後 か ら
- 大 宣 伝 キ ャ ン ペ ー ン が 始 ま り 、 多 数 の 出 版 物 、 歌 、 戯
曲、オペラが作られ、11月5日にはゾルケにソ連邦英雄
の称号が与えられました。

ナ チ ス と の 戦 い を 裏 か ら 支 え た 英 雄 の 存 在 が プ ロ パ ガ ン
ダ 上 好 都 合 で あ っ た 事 は も ち ろ ん で す が 、 当 時 西 側 で は
既に通俗映画(日仏
蕪&..)などの題材と
いう事も、事件の公表を後押ししたと言われています
宇 宙 飛 行 士 ガ ガ ー リ ン が 1 9 6 Z 年 の 来 日 で 初 めて ゾル ゲ の
存在を知り、政府上層部に対し公表を働きかけたという
興 味 深 い ｴ ビ ｿ ｰ も 伝 わ っ て い ま す 。

拝牙の空の云 夜の瀞寂のゆ 日菰の家のゆ、遅の_とで
男刀頓左見ている ロシアを、オ鰐の下且竃めるモスクワを

葱 き “ の 野 を ヴォルガ の 白 鰭 を 歩 寛 で
澄 ま ＝ の 猫 で … の 為 、 伺 志 ﾝ ｼ ﾚ ヶ 輝 生 き た

" た 姑 , 蕊 の 麺 く " か た 癖 が コ ー ル サ イ ン を 告 げ
男なロシアと会毒する 死と隣タ合カゼの変仁

時 た ば 窓 〃 を 芙 敦 て 癒 し 媛 光 説 く “ で も 塞 穂 L
鐸 国 に 在 っ て も … 粒 の 為 そ の 身 を 暦 L 凄 い 同 志 メ ル ケ

“ の時湊で実直に、力強く泄球の平和の為、死へと向かって
いった 母なるロシアの夢を泡きつつ 不巧の栄光となったのだ

「ロシア・ピアニズムの贈り物」（みすず書驍、”14年）の著
者でベルリン在住のピアニスト原田英代さんの義父、ドイツ国籍
のソ連在住者であったOskar Vende:inovich Heylfus (1933-
1981)は、作曲家、音楽教師で、対独戦勝利30周年の”75露涯、
オペラ「ゾルケ.lを作蕊し上演(_､た．リブレットはカザフスタン

蕊瀞鑑鵜蝋鯏轆箸臨繁瀞乎｜
ツに、1981年には西ドイツに移住した直後に交通事故？で不審
死。ソ連‘ロシアでオスカー・ハイルフェスの零I前は蟻われ、彼
の作品鍬職壌、テシど、ラジオ、ミ.薊.…"ジカル・デ"『レクトリ"･“
のレパートヅーから郎謹(忌難詮された．
・しかし、ソ連から独立したカザフスタンでは生きていた。オ
ジヤス・スレイマノフ台本オスカル・ゲイリフス作曲のオペ
ラ「ゾルケ」ぱ、20座年5月18日にオジャス・スレイマ, 'フ85
歳畿賀コンサートで〉誤バヤ塵立バレーーオペラ凝壜歌手ﾕ;-ミール・

5 r -サカボッが歌う。
一 一

日米対ソ諜報共有のための戦後版r外事警察資
料』第3巻5号1957"1 (みすず書房｢現代史資料｣全3巻､1962の原型）

1942年3月矧法雀 ”､ルケ事件擬要」＋西園寺・犬養5月「公訴事実集」
＝6月10日「検挙申報」＝8月『特高月報』「ゾルケを中心とせる国際諜
報団事件」→1957警察庁|…外事薑察資溌：→62;現代史資料1第1誉巻霧
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実蕊豹研究の進展鳶英語謡の三段蕊
1966ディーキン＝ストーリー→1996ワイマント今2020マシューズ

・ 露 溌 蕊 騨 ＃ ･ 轡 ． 鍔 （ 謬 猟 〈 … 潅 湾 E , 禄 ′ " 』 擬 騨 議 鵡 屠 r 池 野 . . ： 霧 炉 咽 I ： 落 蕊 雪 噂 溌 ：

Ⅲ 21世紀に入ると、中国やドイツでも新資料が現れ、旧ソ連の軍事
史史料もロシアで公開されて、フェシュンの資料集やアレクセーーエフ
の研究が現れた。日本では、特高警察の『現代史資料』全4巻に加え、
思想検察の太田耐造文簿？ゾルゲ事件史料集成』余10巻やアジア歴史
資料センターの公文書公開が加わった。米国のウィロピー報告も、米
国鐘立公文書館(NARA)のナチス戦争獺羅記録及びﾘ篇1本帝璽政晦記
録情報公開で補充され、バージョンアップした。これらのすべてが、
現代の若い世代による新しい研究の出発点になる。

①冷戦崩壊後のソ連からの資料公開で独ソ戦・三国同盟・日中米戦
争を含む本格的研究可能に
② 日本でも、米国公文書館文書や太田耐造思想検察資料などで新た
な研究の条件、日露歴史研究センターの国際ネットワーク組織
③ 中国での楊国光・蘇智良らによる新資料発掘、統一ドイツにおけ
る理論家・ジャーナリストを含むゾルゲの全体像研究、スメドレー、
ブーケリッチ、宮城与徳・鬼頭銀一・矢野勉らの個人研究、：陳翰笙‘
方文も ヂ)0

資料公開一一米日官憲資料とロシア交信資料公開、9回
国際会議ネットワーク構築、フェシュン資料集650通へ

蕊即灘 捧 宅．

蕊
3 砺 具 宰 踊 ‘

: ､ _

麗 鰯 蕊 箪 i
勤 識 箪 蕊 、
錘醸蛍墨 ・ 思想検察司法資料

1946 」949‘962特高100項目400件↓蕊蕊蕊隷識輌隠f撒きと.＃

1964名誉回復ソ連崩壊電文90通新公開→フエシユン191文書今アレクセーエフ3巻今

｜

｜
’

伊藤律端緒説の崩壊一
日露雄史研究センター" "、渡部富戟の賎年

藤雰忍蕊聡
榊 ふ り j ･ 串 醜 ･ 全 義 一 晶 丑 撹 耀 p f - ? ‘ - . A ‘ 痔 . ､

拳 . ､ 必 鈩 鍼 賛 硬 ､ , ＞ 《 魁 静 命 : や 輯 ’ 躰 半 率 鈍 灸 一 勺

蝿 鰯 。 鐸 證 ‐ … … ‐ ．

- 睾 蚕 も ‾ … 茜 一 一

- - 2 , 轟 轟 一 一 巳 蓉 一 ､ ”

蜂

…

‾ - 悪 一 一 Z - テ

$

藍灘

蕊鑿

坪

’

曇
… ' ･ ' , 1 1 ' た 鞘 群 生 報 弓 、 F L ' ' 捉 例 ' 影 ｰ 蝿

灘

〈

ｈ

〕

月
守

（
叩
『
）
 

４
、
ザ
よ
い
令
中
◆
・
迎
い
・
町
貼
令
守
ソ
今
 

ｆ
Ｆ
ｐ
印
ヤ
ブ
等
ｈ
■

１
臓
 
志
 
ゾ
ル
 
ゲ

禽
噂
翼
僅
壷
料
舞
稔
野

ノ
ノ
ｊ

《
演
回
１
】
軍
康
煽
■
ｚ
⑥
‘‘卦
隼
匁
月
湿
田
侮
舎
問
麗
卒

、
〃
器
一
〆

嘩
彫
鳶
施
募
昌
一
公
狸
ぐ
お
奪
騨
．
患
ザ
巽
曾
客
侮
菟
今
必
嘩
企
暦
鋒
■
■
黄
●
唾
坤
 
や
．
濁
鷺
咋
画
も
診
咳
書
黒
穂
 
倫
鵠
召
、
錘
野
禽
乳
雰
叢
頤
箇
浸
毎
還
か
や
、
、
畿
声
１

蝉
認
識
鐸
錘
謡
率
輝
蕊
鎚
嘩
蝿
緯
愁
奉
癖
癖
輝
鎌
雫
錘
癖
密
壗
深
轤
識
罐
癖
蕊
鯵
癖
蠅
鐸
講
癖
匂

汐
驚
へ
郷
イ
曹
尋
牽
掌
恩
田
盃
盈
亀
‐睦
輔
盆
掌
瞥
心
澱
聾
壇
麓
魁
ア
ン
蔦
轟
響
饗
た
了
心
げ
あ
毎
切
爽
膏
我
い
ぞ
●
溝
盃
季
鳥
蝿
鼎
ｇ
Ｅ
恵

唇
都
画
定
恵
貫
堅
将
か
芝
・
い
隠
八
酋
募
ｑ
禺
凄
障
砿
秒
毎
。
簸
菟
浄
和
魁
稠
禽
Ｑ
謡
吟
怠

犠
令
電
鞍
騨
萄
夢
鷺
瀞
梶
唾
で
退
斌
争
蔦
鐵
揮
０
酔
群
謬
客
鵠
蓉
蕊
溌
證
弗
竺
騨
”鴬
●
ｙ
、
察
心
強
、
了
轟
ソ
鋤
牽
顎
ふ
ぐ
蕊
嘆
巡
飛
が
堂
暇
淀

麓
刺

溌
潟
彫
驚
謹
隷
熱
議
錘
錘
鍵
懸
遜
識
灘
瀞
識

克

孟

令

串

嘩
輌
 
》
紫
、
繕
＃
縮
ｋ
鈍
←

灘
覗
蕊
齢
駕
雛
蕊
嬢
隷
蕊
蕊
難
弱
鮒
溺
駕
噛
率
議
繩
溌
蕊

騨
冷
嘩
蝉
Ｐ
蔦
蔦
・
噌
守
潔
妙
噌
暮
 
獣
．
．
電
妙
か
描
、
鷺
暴
無
窃
帆
卒
只
公
軸
■
韓
坏
斌
韓
慈
療
験
泳
鼻
や
、
蚤
‐く
輯
輔
斡
甥

函
溌
 
守
亭
鯉
・
鼠
表
齢
噌
、
や
爵
霞
潅
§
ぜ
．
製
報
齢
営
押
蒔
檎
争
窺
畢
竺
》
剰
斑
瀞
舞

磁
捜
炎
澱
縄
灘
ら
漁
っ
遮
断
舗
 
蕊
弱
總
鑑
輝
總
蕊
聯
聡
潔
蕊
蕊
蕊
廉

内

ネ
タ
も
と
・
等
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ス
パ
イ
域
逸
ｑ
禽
仇
零
や
臆
ゞ
驫
禽
§
§
ぐ
覆
蝉
騨
轆
聯
馨
§
…
い
》
息
薦
』

噂
が
蜂
●
き
●
●
弾
も
凸
謬
／
娩
逮
沸
辱
聾
晶
鵡
晶
律
噂
辱
鐸
檸
織

謹
淳
翰
哲
埼
駕
、
韓
夷
ソ
あ
侮
辱
鳴
 
睡
灘
砿
戸
爵
雑
蒔
製
畳
・
雛
鼻

”よ
う
⑤
く
も
浮
我
罫
雰
‐寺
寛
蝿
靴
寛
も
承
鹸
詳
翠
秒
夢
 

丑
廸
轟
胃
や
髪
職
昇
亭
向
鷺
分
鴎
拶
窮
撹
亨
毛
衡
労
畠
鶏
輝
紳
進
峡
．
鴬
蔦
寒
穐
蟠
要

堂
浄
堵
韓
弾
 

爵
紳
甥
殺
擬
 

喝
輔
賢
．
黄
パ
、
守
分
心
理
詐
 

弟
翁
蕗
鐸
祭
争
写
窯
ご
灸
轟
Ｆ
採
韓
‐“冑
異
宮
蕨
牒
唇
承
識
写
麓
霊
戸
海
掌
函
僅
報
い

千
両
塚
鈍
準
剖
、
￥
噌
患
 
襲
瞳
た
ぉ
？
営
夢
、
謬
華
葬
負
．
式
あ
、
候
腰
切
鋲
餐
騒
ｃ
奄
尋
滞
澁
舜
惑
坪
私
“審
牽
 
魚
‐

争
叩
・
世
か
蝉
蕊
鞭
齢
輔
毎
弾
ん
辞
．
添
験
旬
縁
傘
稗
翻
漣
繋
拝
“
掌
露
，
涜
零
今
穗
お
鰯
覧
咋
知
鯨
葺
曲
亨
②
争
必
函
哩
騨
卿
函

顎
舗
以
輔
電
“具
森
鷺
興
覗
 
祁
鼻
虻
稔
寮
《
野
分
轡
今
谷
廐
輔
輔
謀
麗
パ
遁
辞
蕊
 
京
錨
移
啓
投
騒
毒
官
会

戦
・
轍
・
？
旬
尋
金
澤
鬼
曲
鈍
必
 
儀
・
事
峯
還
歯
盟
約
竣
露
 
》
ど
か
●
蓉
幾
酪
巌
争
脅
麺
舎
鍜

琵
お
隼
詳
や
寺
忍
．
粥
肇
 

鷺
拠
八
や
亀
阻
露
渉
分
膝
炉
寡
言
鹸
爽
診
嘩
弼
曜
罷
弘
斯

荷
幹
脚
鮎
歌
思
湧
郡
山
邪
へ
蝿
 
宅
索
胤
罷
戸
灘
命
鈩
藁
蝉

偽
警
灘
、
邸
羽
炉
鯨
人
埼
欝
凝
鎧
張
．
●
生
た
め
畦
曇
番
。
待
卦
⑲
曇
鐘
劇
抽
馴
受
轟
霧
零
寺
冬
鎚

、
穐
噌
夢
夢
》
嫁
醗
金
串
強
 
弾
．
鰹
濁
趣
尋
宮
．
，
⑯
秘
為
審
湾
 
弾
寅
蕊
誇
錦
野
季
恥
零
、
栽

峨
灼
幹
や
蝿
払
野
瑳
号
魚
 
羅
識
敬
部
へ
尊
匿
舟
骨
亀
縄
 
裁
霧
心
復
轟
楚
懇
幾
吋
・
魯
凪
唖
 
も
芽
Ｋ
囲
毎
■
Ｔ
Ｘ
Ｔ
冷
田

や
斡
詳
＃
ず
化
戦
撰
鞠
磯
 
罵
．
、
‐Ⅳ
た
噸
蕊
俄
鉦
録
も
曇
饗
郊
擦
誤
添
紗
要
寺
を
捜
毒
霊
寧
酌
 
瀞
藩
蔓
弾
里
笥
爵
鷺
‐唖
“

壗
熱
剰
誕
刺
罰
翻
碗
銅
矧
州
侭
報
Ｊ
Ｕ
パ
曙
翻
．

評
苧
》
蕊
 
一
帯
錘

鑿
蕊

舞
・
・
一
墓
§

垂

一

・

蝉

鵠
・
・
：
、

案

．

蕊

梱

，
鞍吟

‐
叩
弥》

＃

毎

昇

秘

雲
幸
一

う
理

一

一

画

幹
や一雪琴Ｐ溌韓毎

分》章 牝誤
;:認蕊



● 酔 唖

灘 鴬 新 段 踏 で α
” ①ゾﾙｹ鰯猿ｿ戦

フェシュン資料集の意味（名越健郎訳）

①ゾルケの通信ばかりでなく、モスクワでの受信とその担
当者・送付範囲・情報評価、赤軍情報部内でのゾルケ評価の
分かれまでが出ているが、独ソ戦情報10本以上は「疑わし
い」と信頼されず、スターリンに無視された。

②二重スパイの疑いのもとで、独ソ戦情報はゾルゲ情報の信
頼性回復に役立ち、南進情報は9月以降に高評価。ゾルゲが
日本軍の南進方針を通報したことで、ソ連は精強のシペリア
部隊を西部に移動させ、戦局転換につながったとする説は、
一連の文書からは確認できなかった。

③日本軍の地理的配置、師団編制、指導的軍人名、軍備・航
空機など軍事情報への強い関心、「すぐれた軍人エージェン
ト獲得」の未達成、決定的な時期に無線技士クラウゼンのサ
ボタージュ。

④東京に6人のソ連GRUスパイ（トップ＝グシエンコ武官、
在日ドイツ大使館女性イリアダ、イスパリン、イパ、イーラ、
マロン、2 6歳のユダヤ系米国人女性在日米国大使館カルメ
ン。ゾルゲは別に「親日」ではなかった（名越）。

⑤主要メンバー5人の中でもゾルゲ・尾崎・クラウゼンと、プ
ケリッチ・宮城の二重構造。頻繁な会計報告・送金要求（40
年11月の支出は4180円、この中から尾崎に200円、宮城に420
円。当時の大卒初任給は70-80円）

21世紀のゾルゲ事件研究のために
舞鶴塾赤熱謹篭寧錘
鼎｣『鯏鐺馳鴎妾伊藤律端緒
藝鱈簿議諜
鯛娠蔬蕊驫堀光永源槌ら

尉蕊擬識畷落溌嬢鎗三閨

ゾルケ'溝報ば日本郷が恐れたほどに重要だったのか？
今 日 的 政 治 的 文 脈

･霞驍誰謡苛

・北拉滋内閣情報官のNSS局長就丘、

･謡合霞紐馬ｼズﾑ=ｺﾐﾝﾃﾙﾝ陰謀史
全旦的班五

館甲&瀞児森享の対ソ謀略』（吉川弘文
皇』講鐺螺雛鳴9信野泰論文ほか
戦蕊劉羅灘､(擢轤走30'9)=独ソ
鱸灘撫嬰鰔/職』”

冨田武『日ソ戦争』（みすず書房、2019）

南進構報打電の意義
マシューズ『ゾルゲ伝 jから 鶴脅議｜｜
①｢『赤軍が敗北すれば、日本軍が参戦することは間違いなく、
敗北しなければ､中立を保つだろう』とゾルゲは書いている｡」
｢軍文書館に保管されているこの電報には､モロトフ､ベリヤ、
ボロシロフ陸軍大将のイニシャルと並んで､スターリンのイニ
シヤルが記されている｡」｢政治局やソ連軍のﾄｯブである第四
部が､ようやくゾルゲの情報を信用し始めた…｡9月末になると
極東軍管区から大量の部隊が移動し始め､ヨーロッパ･ロシア
の平原でドイツ軍と戦うことになった。･･･スターリンはシベリア｜
の兵力の半分以上をモスクワ防衛に振り向けることになっ
た。」

②ゾﾙゲは､日米開戦の三か月前､それが不可避であること｜を見抜いていた。
③｢1941年夏、日本がソ連を攻撃すれば､スターリン政権は終
わりを告げ､第二次世界大戦の結末はまったく変わったものに
なったであろう｣とまで言えるのか？

④張鼓峰事件･ノモンハン事件の中央軍文書館資料による詳
述､ただし日本，中国の研究状況は無視｡例えばプランゲの集
めた特高･川合貞吉･荒木光子･石井花子証言への過剰依存。
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・適用法規＝その初めての本格的執行

胃,0篭縛箪違反(1925年制定､1928年及び4些旦
②．国防保安法違反（1941年3月7日制定、5月10日施
江ノ、

胃,0冒離群違反(1899年施行､1937年及び4L生旦
④軍用資源秘密保護法違反（1939年3月25日施行）

群縛 干驚 会」｢19
、

『防諜政策と民衆』昭和出版,1991）
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② 属米英蕊に熊え、分裂した集瀦ドイツのソ
ルケ像篝統--、中霧では21種紀に入ってず上海
のゾルケ」発掘、狭像・文学の役認

ゾルゲ、福本和夫、コルシュ、ルカーチの出会い
（マルクス主義研究週間、1923、ゾルゲが書記）

Martin ｣ay『弁証法的想像力』1973初版(1922イルメナウ）→1996第二版(1.g23ケラヘルグ〉←八承
蒋一郎1”蛍紀矩時急違主義の軌跡』誌ﾙｶ ｰ… " ﾁ、ﾆ ﾙ ｼ ｭ ､逼本等を瀧織した初蕊ｿﾞ ﾙゲ

インテリジェンス研究素材と
してのゾルケ事件(20,9,,5朝日）

●日露歴史研究センターの高齢化・解散、

豊躍:曇忘鑑鵬謀劉蕊碇術
蝿竪騨碆富｣の腎魂のE鴎臘蕊は
1 インテリジェンス＝国策をめぐる情報戦、
「情報評価」の重要性

2 インテリジェンス。コミュニティの多頭制
(polycracy)と主導権争い＝特高VS検察

[加藤編『ゾルケ事件史料集成』全10巻、不二出版］

ゾルゲの全体像の再構築＝マルクス主義理論家
ジャーナリストとしての再発見
The List of Published Works bv Dr. Richart SorRe
｣une 2021  Prof. Tetsuro KATO(公饒文篝約舞0点）

“錘添い鹿翻心斡尭c k韓8鋤d ”蝿塘$椋 :曾輌 i麺 f錘 : : 確徽銀ら『秋e…
(ぜ“l :輔魚).H電偶心哩:w叩灌ｾ･Z･Ffi““ !ｫ恥: :唾k,f剣邸噸主掘脅I採繩“af噸蕊.率3蝿
謝1軸唾.昂率j砥:.〈,熱4悪‘j心:跡地黒:Jf::息嘩:-入,貨弛!”。S命f課､雄MA蕊”““(5°j､卦>『
熱劇rW”.樺唖鞠騨:職I.式wf:鄙割織”(wF:弱::常"・腰季A趣伊暑塁t:j“齢必Wiﾔｬ…#・
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2』6rgBecker,43Art jkeWo獅蹄鋤諏dSorge縮der
齢B珍睡schgnArheit“stimme騨暇2ﾙ1922

3Julius MaderinderDDR，
16記事 in# ｡イヅ毅物新聞193 (〕 -秒32
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at Marburg Universitv
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③特高警察「現代史資料
検察「ゾルケ聿件史料集成

ずr現代史史料』賦鐸制史料

評議艤鶴璽事警察史料』3巻5号
の重複は、警察・検察訊問調書などだが、窓ﾀ！

ゾルケ事件」と思想
太田耐造関係文書」

「太田耐造文書」は手議き°瀧文タイプ甑>才’
シヅ "ル

驫蕊謎綴耐造のｺﾚｸｼﾖﾝ､2錘7

蕊灘i蕊霊幕鐵鶴:義

④ゾルゲの中国論と中国の尾崎ゾルゲ研究

ゾルケに中国人協力者

"ゾルゲ事件齢対日工作中国人工作員が関与
【上海＝前田徹】20世紀で最も成功したスパ
イ事件とされるリヒャルト・ゾルゲの対日スパ
イ網構築が当時、ソ連コミンテルンに属してい
た中国人工作員によって行われていたことを示
す 自 伝 が 見 つ か っ
た。自伝は文化大革命で迫害を受け失明した著
者が革命秘話として書いたものだ。上海でゾル
ゲから直接、対日工作を指示されたことや日本
では近衛内閣顧問の尾崎秀実（ほつみ）と協力
していたなど事件の貴重な裏話がつづられてい
る。
著者は著名な経済学者で中国国際文化書院院長

をしていた故・陳幹笙氏で、問題の自伝は「四
/卜時代的我」（四つの時代の私）だ。同書は1
9 8 8年に 7 0 0 0部出版されたが、一般市販
されず大半が散逸している。

・ゾルゲの上海時代における中共中央特科周恩
來・溜漢年らとの関係
・スメドレー、ソーニャ、尾崎、中西功・水野
成ら東亜同文書院グループとの関係
・顧順章事件、ヌーラン事件、魯迅、濯漢年
・1933年にモスクワで書きかけた中国論原稿
・中共諜報団事件、満鉄調査部事件、企画院事
件、横浜事件等への影響
・汎太平洋労働組合→米国共産党→ソ連

〃

鯛 蕊鋤 ¥ q 待 戦

砺耐造はゾルゲ事件腱

篝報戦研究との結合

露
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（中印抗日・抗英共同声明）
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スメドレーはネルーに手紙）

蝿翻 1934 スメドレー、チャット再会認縦： 1932 周恩來、ゾルゲ、尾崎、スメドレー
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